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井ルソン山天文蔓の詩
　　　　（つ　Y“　き）

かくて，…人々々，吾等は見た，

　　　ウラニアに仕る者も，ブIVカンご働く人も・

暗黒の中に，美しい熱心が燃えて，

　　　ドス黒い顔も輝やいて見えた．一．…一一半弓は

盲目的に地上の気働D，

　　　憂髄な機械的生活に没頭して

余りに永く，此の世の意義を忘れてみたのに・

　　　ホンの刹那の天察メロディを，
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及びもっか澱遠方に聞いたのだけれご，

　　　其れは，日々の仕事・に万化ご喜挽ごを與へた．

こ＼に，黒す一んだ眼，かわいナこ嘔喉i，

　　　菜葉服，赤シャツ，機械油ご汗ごで

汚れ，まみれつ＼，人々は交る々々

　　　淡暗い階段の脚下のまはbに集って來て，

’今，見tzものの怪異を

　　　順番を待つ次ぎの入々にさ＼やも一
まるで，ンムブランドに書かせアZい圖だ・

　　　見上げる頭上には，アーチ形の窓を回して

亘大な筒が天を仰ぎ，地上の爾車：によって

　　　静かに或る星を三豊ひつ＼動く．　こ＼に，

高く甕ゆる塔の側に立ん坊する庵の如く

　　　／クリヤ人機械師は月ナこちを覗く，

かのイタリヤが二見した月々を．一入つつ順に禁ぢて

　　　アメリカ入，イギリス人，フランス入，オランダん

手さぐりしつ5，宇宙の不思議を見る・夜なが頃，

　　　人々が，時計調節のため観測を休んだので泊分は，

ひS6，夜の静寂の中を散歩した．

　　　二二か？　かの淋しい高峯から聞える

ごはの聲々・

　　　脚下の深みを見下すご，

殆んご総ての光は今五清え．て

　　　暗い三山は其の足場を失ひ，

天室を行く船のやうに行く．

　　　四方から，海の如き轟きがきこえる．

松樹のうなりは，絶封志和の大野小汐か，

　　　地上の総ての悩みを超えて

あたかも子守り歌の如ぐ，静かに，穏かに」

　　　宇宙の柔かな深い呼吸は



1斗 ヰルソンlll　」〈文豪の註

其の末子，入類の心に波うつ・

　　聞けば，この風棘の聲は

請願，所願こなる，

　　　お＼汝，此の高峯に住む者よ，

Eの三々の中に光りSして動く者よ，

　　　吾等の生命を永遠の歌に攣へる者よ，

眞理への此の暗黒界の戦ひを，

　　今，昔樂に綴じ得る者は無きや？

九マイノレもvilを堆ぢて星に近づきつ、，

　　　光のための此の長き戦ひ，

人の魂の此のけなげな勝利一　一

　　美をもて懸れに解る＼者なきや？

吾等はかつて戦雫を歌った

星條旗に飾られるヰルソン山天文豪

　　　盲目的な，血を逐ふ王者も

たえなる樂の昔もて王位に進む・

　　　さるに，よb氣高き戦ひを歌はざるや？

光りを求め，しかも勝ち誇る勝利の夢だに無き

　　此等戦士のために歌はざるや？

沈獣の嚢見者，淋1、き開拓者，
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　　　眞理のための捕囚，追放者，殉三者

時代から時代へ聖火を傳へた人々

　　　一一・歩々々，夜を追ひつめた人々，

年一年，門々の世界に，

Ir）

至高の怯則S其の手引きを追ひ求むる人々のためじ

叉内部を探求し，若をも破りて

　　　新しき世堺．を求め，

更に其の内部に
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　　　我が地の世界の基礎を作るため

原子ご電子が軌道をめぐる

　　　遊星系を登見した人々のためi：，

一・ D，叉次ぎの一一一・吋，

　　　此の法則界の自由を
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人の世のために征服しずZ三々のために，

　　　夢を夢みる人，吾等が希望の建設者，
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「百吋」ド1ムへの往來

傷の治癒者，二者，　　　　　　　　　　　1

　　此の世を血で色ごらせだ王者ご異り，

かすかな燈火の静かな側で

　　昔しのヘルクレスの如ぐ

なやむ小児の救ひに，死ご角力する人々のために，

　　　此の法則の活ける宇宙に
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ヰルソン山天文毫の遠景
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最後の光明を與へ，

　　　吾等の朽ちtzる祭壇に再び

清けき黎明の光りを與へ，

　　　かのノVクレチウスの夢よりも’將ましき夢から

入の世を救ひて，

71

　　　世界を導く大威力の姿に入を近づける人々のために

如何に1て人々は之れを知るや？　すび

　　　内部へ開きて，各人別々に，

生命の内部に人を導き，

　　　知らざる永濾ダ’神を見るまで，

知られざる律命に達するのみ・

ヰルソン山ホテルの蕗．全よvJ

こNに，吾が前に，光の如く動く者あり，　　一入ご紳め愛

　　　すべて弱き者にカを與ふる者，

さNやく，『此の不死の歌の亘火を持て………』

　　　さ、やきは，自分でさへ，

之は愛を遮じ，世の総ての智者が愚ご笑ふごも

　　　之は愛にのみよるご思ひつ＼おののいた・

如何なる槍の前にも我が胸を露出せよ，

　　　愛のみを天室図面の案内者ごし，
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